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Ⅵ 観察した鳥

Ⅴ 巨樹・大木について ①植物の楽しみ方
１）名前を覚える・・・・・花・葉・実・幹など

２）いろんな場所・・・・・風景・写真・絵など

３）植生全体・生態系・・・・・調査・里山管理など

４）樹の大きさ・・・・・種を問わず幹周り・高さなど

②日本の巨樹（幹周３ｍ以上）
環境省第４回自然環境保全基礎調査(1989年）
この調査で、日本で５万本以上の巨樹が確認されました。この時

点で幹周り15位までの巨樹は下記の通り。

良く知られている縄文杉は12位になっている。
その後、フォロアップ調査結果が2000年に行われた。 ③吹田市の巨樹1989年

④吹田の古木・大木調査
PartⅠ 1997年 420本

PartⅡ 2007年 928本

PartⅢ 2017年 本年３月より調査中

1500本～2000本？に急増する予想

理由：①昭和40年頃まで市内山林はすべて里山

薪炭用などに利用のため、20～30年に一度は伐採していた

②昭和40年代から千里NTなど住宅地開発が始まった

(千里北公園・千里南公園ほか)

③万博跡地も万博記念公園として開園

④昭和40年代に植樹された木が、幹周り２ｍ以上に生長

この結果、民家の木は落ち葉問題で伐られることが多いが、

公園の木は残るので、吹田市全体では大木が増える方向にある

吹田市に幹周り3m以上の巨樹がないとわかったの

で、スケールダウンし、2m以上を大木と称して調査


